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1. まえがき 
生活環境に偏在する日用品の機能を隠蔽されたコンピュ

ータにより拡張し，我々の情報利用行動を支援する情報ア

プライアンスの具現化は，ユビキタスコンピューティング

における重要なトピックの一つである．我々は，生活環境

に偏在する“鏡”に環境的情報提示機能および携帯電話と

の連携機能を付与することによって，自然に最新情報を意

識し活用できる機会をユーザに提供する鏡型情報アプライ

アンス"infoMirror"を開発した(図１)． 
鏡は，ディスプレイ程度の面積を有し，かつ，日常生活

においてしばしば注視の対象となる．鏡内に最新ニュース

や新着メッセージなどを提示しておけば，ユーザは自然な

日常行動のなかで最新情報に“気づく”機会を得る．さら

に，infoMirror では，必要に応じ既存の携帯電話を用いて，

鏡内に表示された興味情報を取得できる．また，infoMirror
の概観(表面質感，視覚効果)は，通常の鏡と全く同様であ

り違和感なく使用できる．このような特徴から，infoMirror
は極めて実用性の高い情報アプライアンスだと言える． 

2. infoMirror のコンセプト 
ユビキタスコンピューティングの研究においては，生活

環境に偏在するコンピュータが多様な形で人間の活動を支

援するシステムが数多く提案されている[1]．中でも，ユー

ザがネットワーク上の情報に触れる機会を自然に増やすこ

と意図した環境的な情報提示を行うシステムが注目されて

いる[2,3]．infoMirror も環境的情報提示を行うユビキタス

情報提供システムの一つと位置づけられる． 
 該システムの主たる役割は情報利用に対して受動的なユ

ーザに，煩わしくない形で有益な情報に気付く機会を与え

ることにある．ただし，ユーザが提示情報に興味を有し能

動的に利用したいと考えた場合にも柔軟に応えるため，情

報アクセス機能をも提供することが望ましいと言える(図
2)． 
 infoMirror では，これらの機能を以下のように実現する． 
・環境的情報提示機能 
 生活環境に偏在し，通常の日常行動においてしばしば注

視の対象となる鏡の内部に視覚的にネットワーク情報を提

示する．これにより，特別な負担なく最新情報に気付く機

会を提供する． 
・情報アクセス機能 
 携帯電話は，もっとも我々の生活に密着した情報アクセ

ス端末である．したがって，情報化された鏡を携帯電話に

連携することによるシナジーは大きいと言える．この観点

から infoMirror では既存携帯電話により提示情報を取得す

る機能を情報アクセス手段として提供する． 

 
図１ infoMirror の概観 

 

 
図２ ユビキタス情報提供システムの役割 

3. デザイン 
3.1 システム構成と情報提示機能の実装 
 既に生活に浸透した日用品を情報化する場合，既存の機

能そのものを完全に継承することは重要である．鏡をモチ

ーフとしたシステムはこれまでにいくつか提案されている

がいずれもビデオミラーもしくは通常の鏡とは異なる特殊

な光学系を用いている[4,5]．鏡には極めて特有な視覚効果

がある．建物の内装コーディネートにおいてはこの視覚効

果を考慮して鏡を配置する場合が多い．したがって，既存

鏡の視覚効果を完全に継承していなければ，それに取って

代わって利用される情報アプライアンスとなり得ない． 
 このような観点から，infoMirror システムは，ハーフミ

ラーと LCD および PC を用いて構成するものとした．ハー

フミラー背面に密着された LCD に情報コンテンツを表示

することで，鏡内に仮想的に情報が提示される．LCD がブ

ラックアウトすると，その表面概観は完全に通常の鏡に相

違ない．一方，LCD に十分なコントラストを有したサムネ

イル画像を表示することで，ハーフミラー越しでもテキス

トなどを問題なく認識できる(図３)． †日本電信電話（株）NTTサイバーソリューション研究

所, NTT Cyber Solution Laboratories 
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図３ 鏡内への情報提示 

 

 
図４ 光信号マーカーによるポインティング方式 

 
3.2 情報アクセス機能の実装 
ユーザにとって元来鏡とは見るためだけのものである．

鏡内に提示された情報コンテンツをポインティングし情報

端末に取得する操作は，従来にない鏡とのインタラクショ

ンである．このような鏡との新しいインタラクションの実

装においては，鏡本来の役割に十分配慮し，適切なユーザ

インタフェースを設計する必要がある． 
目の前のディスプレイをポインティングするには，タッ

チパネルによる方法が操作性において優れる．しかし，鏡

はその本来の用途上，表面に傷や汚れが付くことが望まし

くない．このため，直接鏡面に触れるような操作は適切で

ないと言える． 
この観点から，infoMirror では，イメージセンサ(図 3)と

光信号マーカーを用いて鏡面に直接触れることなく鏡内に

提示された情報コンテンツをポインティングする方式を実

装している(図 4).さらに，カラーディスプレイによって発

信可能な色相差光信号マーカー[6]を利用することで，既存

携帯電話によるインタラクションを実現している． 
光信号は携帯電話上で動作する java アプリにより生成す

る．光信号発信用アプリをダウンロードするだけで

infoMirror との連携が可能になる． 
光信号発信用アプリを起動すると単色の点滅信号（カー

ソル光信号）が携帯電話ディスプレイより発信される．

infoMirror はイメージセンサを用いて光信号位置を検出し，

鏡内の対応する位置にカーソルを提示する．ユーザは携帯

電話を動かしカーソルを移動する．興味を有した情報サム

ネイル上にカーソルを移動してボタンを押すと，携帯電話

を特定する ID が色相差光信号として発信される．

inforMirror は，ポインティングされたサムネイルに関する

URL を ID で特定される携帯電話へ送信する． 

4．考察 
 前述のように，日常生活において鏡を使う機会は多い．

起床してから外出するまでの間だけでも，洗面所の鏡，ク

ローゼットの鏡，玄関の姿身など複数の鏡を利用する．こ

れらがすべて infoMirror である場合，次のような利用シー

ンが想定される． 
 まず，洗顔時に洗面所の鏡には，その日の家族のスケジ

ュールが提示される．起床後，髭剃りや整髪をしながら，

今日は何時頃に家を出ればいいのかといったことを確認で

きるのは効率的である． 
 クローゼットの鏡には，その日の天気予報が提示され，

気温や湿度を考慮しながら衣装を選ぶことができる．さら

に，街中の人通りを中継するライブストリームが提示され

ていてもよい．他の人がどんな服を着ているかを見れば，

より直感的に天候に適した衣装を選べるだろう． 
玄関の姿見にも同様に天気予報が提示される．傘を持っ

ていく必要があるかどうかここで判断できる．また，いく

つかの最新ニュースの見出しが提示されており，興味があ

るニュースについては携帯電話へ関連情報を取得できる．

取得した情報は通勤中に電車内で携帯電話のブラウザを用

いて詳細を閲覧できる． 
このように infoMirror は日常生活の中に自然に溶け込ん

で，効果的にユーザの活動を支援できると考えられる．特

に，上述の例のように，各鏡に，その配置場所におけるユ

ーザの行動目的に沿った情報を提示することで，より効果

的な支援が可能になる． 

5．まとめ 
環境的情報提示を実現し携帯電話と連携する鏡型情報ア

プライアンス"infoMirror"の設計について述べ，その有用性

を考察した．今後，さらに効果的な環境的情報提示の実現

に向け，顔認識などによりユーザを特定し，提示情報を個

人化することが考えられる．また，現状の infoMirror は，

携帯電話を持っている状況でないと鏡中の情報を取得でき

ない．このため，携帯電話を用いず情報を取得するユーザ

インタフェースも検討する必要がある． 
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